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生命の営み・いのちを育む環境・いのちの営みを支える情報を学ぶ 帝京科学大学 
 
































































     地域連携教育推進センター長 
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アニマルサイエンス学科 第 1回卒業生への 檄 




























































『環境科学科』で 地球環境問題のための科学と技術 を学ぶ 


















































































































































帝京科学大学       私の教育・私の研究 
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植物の胚のつくられ方を解明する 


















































スポーツ科目で 健康長寿 の土台づくり 















































ツ」 の実践と ｢健康と生活｣ という講義を健康長寿の
土台づくりの両輪としてからだの完成期を迎えている学
生諸君の教育にあたっています。 
帝京科学大学   大学から地域へ・地域から大学へ 
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「動物介在活動」の「動物介在教育」への展開 
アニマルサイエンス学科 助教授 花園 誠(e-mail:hanazono@ntu.ac.jp) 
21 世紀になり、動物に対する人々の価値観は変化し、








「動物と人」 の 1：1 の間の閉ざされた関係の中で考察
されてきましたが、最近になり、「動物と人」 が 1 セットと



























































































帝京科学大学   大学から地域へ・地域から大学へ 
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課外活動「鰍保存会」－カジカ放流から自然環境保護へ－ 




































バイオサイエンス学科 教授 別府敏夫(e-mail:beppu@ntu.ac.jp) 
バイオサイエンス学科では 「地域連携教育」 の活動
として、財団法人自然環境研究センターによる 『生物

























































の 1 級または2 級の合格者を一定数以上雇用すること
が必要とされているからです。
ゆずりはら自然の里にて 
♂ （オッス） ! 
帝京科学大学   大学から地域へ・地域から大学へ 
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小・中学校への情報教育支援活動 




































































2 年生後期から 『アリス』 を飼いはじめて 





























帝京科学大学   大学から地域へ・地域から大学へ 
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町の行政から大学への期待 



















































































編集後記：帝京科学大学は平成 16年度に 『第1の 10年』 から 『第2の 10年』 への過渡期を終えようとしています。わが国の
大学にはじめて設置された 『アニマルサイエンス学科』 の最初の卒業生が社会に向かって飛翔いて行く年度であり、『経営工学
科』 としてスタートした 『マネジメントシステム学科』 の最後の卒業生が巣立って行く年度だからであります。 
つづく平成17年度は 2つの学科が新しい学科名のもとで新しいコンセプトにもとづく教育・研究に携 
わって行こうとしています。この時にあたって、『時』 という羅針盤は、『地域連携教育』 を本学 『第2の 
10年』 の進路として指し示しています。 
これまで 「散発的」 に行われてきた地域連携活動のエネルギーが 「組織化・体系化」 され、実際に
動き出しています。その具体的な内容をこのニューズレター通巻第14 号を通して読み取っていただけれ
ば幸いです。 
TUSTニューズレター編集リーダー：マネジメントシステム学科 教授 谷口文朗(e-mail:fumio@ntu.ac.jp)  
落成した新庁舎から大学を望む
ガーデニング講座の実習花壇 
